
韓国・建陽大学 

[２０２５年３月～8月分] 

経営学部３年 計良杏実 

 

【自己紹介】 

はじめまして。韓国の建陽大学（건양대학교）に１年間交換

留学中の経営学部３年の計良杏実です。今回は、２０２５年３

月から８月までの前半期の様子について共有したいと思いま

す。 

 

【イチゴ祭り】 

建陽大学のある論山は、イチゴで有名な地域で、韓国でもトッ

プレベルのイチゴ生産量を誇っています。その理由としては、昼

夜の寒暖差が大きく、糖度の高いイチゴが育つためだそうです。

学校が始まってすぐのイベントだったので、クラスメイトや、先

生と仲を深めるきっかけになりました。実際のイチゴもとても大

きく、甘くておいしかったです。 

 

【体育会】 

在学生と留学生がともに参加する体育会がありました。この日はフー

ドトラックや、学部ごとのブースもあり、とても楽しむことができまし

た。特に、ラップサークルや、ダンスサークルの公演が印象的で、生歌

や大人数でのダンスは、どれも迫力があり、釘付けになりました。 

 

 

【5月短期休暇】 

２週間ほどの短期休暇があり、済州島と釜山に行ってきました。 

済州島は、ルームメイトの１人といっしょに行きました。済州島は、み

かんや黒豚、太刀魚が有名です。きれいな海沿いには、きれいなカフェ



や飲食店が立ち並んでいます。小さな街並みで雰囲気もよく、写真映えも完璧です。基本

的な交通手段は、バスかタクシーなので、大人数で行ったり、車を運転できる人がいたり

すると、より旅行を楽しめると思います。 

 

 

釜山は、母と訪問しました。釜山を一言で表すなら、「都市と

田舎が融合した街」です。釜山駅付近や、海雲台、広安里など

の観光地や有名どころは、交通の便も整っており、雑貨屋、服

屋、化粧品店など、多様なお店があり、現代的です。しかし、

少し路地に入ったり、郊外に行ったりすると、屋台や老舗な

ど、昔ながらの雰囲気や道街並みが、そのまま残っていまし

た。海や山などの自然も綺麗なので、とてもヒーリングできま

した。また、釜山は海産物も有名で、お刺身や海鮮チゲ、煮魚

を食べました。日本とは異なる味付けで、新鮮でとても美味し

かったです。 

 

【奉仕活動】 

韓国に来て初めて、奉仕活動を申請しました。最初の奉仕活動は、子どもの日のための、

ブローチをつくりました。この活動は、私とルームメイト以外、全て韓国人なので、語学

堂よりもネイティブな韓国語に触れながら、活動をしています。また最近では、高齢者の

方に向け、座布団をつくりました。編み物の経験がなく、はじめは苦戦しましたが、徐々

に慣れていき、３時間ほど掛けて、無事完成させることが出来ました。実際に編み物をし

てみて、思ったより腕や指先の力を使う作業だと感じました。 

 

 

 

 



【６月文化体験】 

「サンシャインランド」という映画村に行きまし

た。ここの場所では実際に映画の撮影も行われてお

り、観光地としても有名なスポットだそうです。私

の見たことのあるドラマもその場所を使っていたの

で、ドラマの中の世界を実際に見ることができ、不

思議な気持ちになりました。 

 

 

【7月TOPIK試験】   

私は韓国に来た時、TOPIKを取得していませんでした。しかし、5月頃から本格的に勉強

を始め、7月の試験で６級を取得することが出来ました。はじめの一か月間は、基本的な

単語や文法を覚え、後半は、速読やTOPIKの問題自体を分析して、１点でも多く点数を取

れるように対策に対策を重ねました。また、語学堂の先生から、

手厚いサポートや、外国人の友達といっしょに勉強したおかげ

で、韓国語に対する理解度がより深まり、短期間でも円滑な学習

が実現できたと思います。 

 

残り２か月程、留学生活が残っているので、１日１日を大切に過ごしていきたいです。 


